
市道大保木５号線 柳瀬橋（西条市） いの町職員の点検状況市町村職員の研修状況（西条市）

単純な構造の橋梁については、職員自ら点検を実施

整備局が主催する研修等に市町村職員が積極的に参
加してスキルを習得
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技術職員を維持・育成し、道路管理者としての責務
を果たす

●

04
工夫

市町村職員のみで橋梁の７～９割を点検（愛媛県西条市・高知県いの町）

メンテナンスの体制

実施主体ロゴスペース

いの町
技術職員26名 (全職員 207名)
橋梁数 2m以上288橋

15m以上93橋
・【JCI四国支部四国のコンクリート構造物インフラ
ドックの実現に向けた調査研究委員会】との連携

・88%の橋梁点検を職員で実施予定。

点検方法（西条市・いの町）

西条市
技術職員87名 (全職員 974名)
橋梁数 2m以上906橋

15m以上154橋
・愛媛大学の社会基盤ﾒﾝﾃﾅﾝｽｴｷｽﾊﾟｰﾄ養成講座等も活用
（現在2名の職員がMEとして活躍）。
・73%の橋梁点検を職員で実施予定。

西条市

通常点検

定期点検

職員による点検
（単純な構造の橋梁）

専門業者による点検
（多径間の構造の橋梁）

道路パトロール
・橋梁の保全を図るために日常的な点検として実施

・車内から及び徒歩による目視点検

異常時点検
地震、台風、豪雪などにより災害が発生した場合も
しくはその恐れがある場合と、異常が発見されたと
きに、主に橋梁の安全性を確認するために行う点検
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